
令和 8 年度牧之原市外国語指導助手派遣業事業に係る質疑書への回答 

実施要領の質疑について 

質疑１ 

実施要領 2 業務概要等(4)事業費について 

・現在の契約事業者様名、および令和 5 年度、令和 6 年度、令和７年度の年度

ごとの契約金額（税抜）をご教示ください。 

（回答） 

 契約業者は、株式会社インタラック関西東海です。 

 各年度の契約金額は、下記のとおりになります。  

 各年度の契約金額（税抜） 各年度の契約金額（税込） 

市 18,240 千円 20,064 千円 

学組 4,560 千円 5,016 千円 

 

 

質疑２ 

実施要領 2 業務概要等(4)事業費について 

・契約期間の各年度の予算額（提案上限額）が設定されているようでしたら、

それぞれ税抜額をご教示ください。 

（回答） 

 各年度の予算額は、下記のとおりとします。 

 各年度の予算額（税抜） 各年度の予算額（税込） 

市 20,000 千円 22,000 千円 

学組 5,000 千円 5,500 千円 

 

 

質疑３ 

実施要領３ 参加資格及び条件について 

・「(2)牧之原市の入札参加資格名簿に登録されていること」とありますが、い

つ時点で登録されている必要がありますでしょうか。 

（回答） 

 参加表明時点で、申請済みとしてください。 

 

 

 

 

 

 



質疑４ 

実施要領３ 参加資格及び条件について 

・「(8)直近 3 年以内に、国、地方公共団体において、ALT の業務を受託し、契

約を履行し完了した実績があること。」とありますが、業務実績は、今回の

プロポーザルに参加する会社のグループ会社に業務実績がある場合でも応

募可能でしょうか。 

（回答） 

グループ会社の業務実績では認められません。 

参加表明を行う会社での実績とします。 

 

質疑５ 

実施要領 5 参加表明 ウ 商業登記簿謄本について 

・現在事項全部証明書または履歴事項全部証明書、いずれを提出すればよろし

いかお教えください。 

（回答） 

 履歴事項全部証明書をご提出ください。 

 

質疑６ 
実施要領 5 参加表明 エ 財務諸表について 

・直近 1 期分を提出するという認識でよろしいでしょうか。 

（回答） 

 直近１期分の財務諸表をご提出ください。 

 

質疑７ 
実施要領 5 参加表明 カ 印鑑証明書ついて 

・写しでの提出も可との認識でよろしいでしょうか。 

（回答） 

 写しでの提出も可とします。 

 

質疑８ 

実施要領 5 参加表明 イ「会社概要が確認できるもの（企業理念、業務内容、

許認可等）」について 

・（様式第 2 号とあわせて）会社パンフレットの提出でよろしいでしょうか。 

（回答） 

 会社概要が確認できれば、パンフレットでも可とします。 

 

質疑９ 
実施要領 10 優先交渉権の選定について 

・プレゼンテーション当日の実施時間帯の予定についてご教示ください 

（回答） 

 プレゼンテーション審査会の実施時間帯は、午後です。 

 



質疑 10 
実施要領 10 優先交渉権の選定について 

・プレゼンテーションの順番の決定方法についてご教示ください。 

（回答） 

 プレゼンテーションの順番の決定方法は、参加表明のあった順番です。 

 

質疑 11 

実施要領 10 優先交渉権の選定について 

・プレゼンテーションの審査にあたる選定委員会の構成（役職・人数等）につ

いてご教示ください。 

（回答） 

牧之原市教育文化部長、学校教育課長、学校教育課主席指導主事、校長１名、教頭１名、 

外国語、英語指導教諭３名の８名です。 

 

質疑 12 

実施要領 10 優先交渉権の選定について 

・ヒアリング審査の際は、パソコンやプロジェクター等の機器の使用は可能

か、ご教示ください。 

（回答） 

 牧之原市で準備する使用機材は、大型モニターと HDMI 端子を用意しますので、それを

活用したプレゼンテーションは可能です。 

 

質疑 13 

実施要領 10 優先交渉権者の選定について 

・プレゼンテーションの時間配分をご教示ください 

（説明●分、質疑●分など）。 

（回答） 

説明時間は、一社につき説明 20 分、質疑応答 5 分です。 

 

質疑 14 
実施要領 10 「優先交渉権者の選定」について 

・プレゼンテーションの弊社出席人数について制限はございますか。 

（回答） 

 出席者は、3 名までとします。 

 

質疑 15 

実施要領 別紙（9「企画提案書等の提出」関係）、提案依頼事項 1 基本事項評

価(3)公立中学校の ALT 業務委託について 

・契約実績とありますが、派遣契約も含むと考えてよろしいでしょうか。 

（回答） 

派遣契約の実績も含みます。業務委託と派遣契約を分けて記載してください。 

 



仕様書の質疑について 

質疑 16 

仕様書 1 目的について 

・達成するために現在力入れていること、課題に思われていること、また、今

後より力を入れていきたいことをご教示ください。 

（回答） 

牧之原市ではキャリア教育を「起郷家教育」と呼び、9 年間の教育活動の軸として取り組

んでいます。その中で、子供ひとりひとりのキャリア発達を促すためにコミュニケーショ

ン力や多様性を受容する力、活用力などの資質・能力を養うことを重点に置いています。

外国語活動・外国語・英語では、特にコミュニケーション力の育成に力を入れています。 

そのために、「起郷家スタンプ帳」を活用し、コミュニケーションの育成を行っています

が、学校差が出てしまうこと、取り組む児童生徒が限られていること等の課題が生じてい

ます。 

今後、ALT には、自ら積極的に授業でたくさんの子供に関わってもらうことはもちろん、

授業外では「起郷家スタンプ帳」をフル活用してコミュニケーションの機会を提供してい

ただきたいと思います。また、ALT の活動の効果として、児童生徒の英語によるコミュ

ニケーション力の向上を成果として出していく必要があります。 

 

質疑 17 

仕様書 7 配置計画について 

・自動車での通勤・移動が必須となる学校がありましたら、学校名をご教示く

ださい。また、自動車での通勤・移動が必要となるＡＬＴ人数も併せてご教

示ください。 

（回答） 

 基本的には公共交通機関で行くことができる学校が少ないため、自家用車の使用が必須

とお考えください。特に学校間の移動については、牧之原中学校と相良中学校、菅山小学

校と地頭方小学校、坂部小学校と榛原中学校で昼を挟んでの移動があります。ただし、次

年度も同様の組み合わせとは限りません。 

 

質疑 18 

仕様書 8 (2)ア ALT に対する研修やミーティングについて 

・教育委員会または学校による指定のものがあれば、令和 8 年度の実施予定

（時期、回数、時間数、講師、内容）をご教示ください。また、令和 7 年度

の実績（時期、回数、時間数、講師、内容）についてもご教示ください。 

（回答） 

 教育委員会主催では実施しておりません。 

 

 



質疑 19 

仕様書 9 ALT の業務内容(5)校内研修について 

・令和 8 年度の実施予定（時期、実施場所、内容）をご教示ください。 

また、令和 7 年度の（時期、回数、実施場所、内容）についてもご教示くだ

さい。 

（回答） 

 今までは実施しておりませんが、必要性は認識しております。今後学校等から依頼された

際は、可能な範囲でご対応をお願いしたいほか、ご提案等がありましたらお願いします。 

 

質疑 20 

仕様書 9 ALT の業務内容(6)市の英語教育等の研修における指導について 

・令和 8 年度の実施予定（時期、実施場所、内容）をご教示ください。 

また、令和 7 年度の（時期、回数、実施場所、内容）についてもご教示くだ

さい。 

（回答） 

 今までは実施しておりませんが、必要性は認識しております。今後学校等から依頼された

際は、可能な範囲でご対応をお願いしたいほか、ご提案等がありましたらお願いします。 

 

質疑 21 

仕様書 9 ALT の業務内容(7)夏休み期間中の特別課外授業について 

・令和 8 年度の実施予定（時期、実施場所、内容）をご教示ください。 

また、令和 7 年度の（時期、回数、実施場所、内容）についてもご教示くだ

さい。 

（回答） 

 7 月末に 2 日間、５・６年生の希望者を募り、通い型でイングリッシュキャンプを実施し

てきました。場所は、相良庁舎と市内の道の駅で市内 ALT、コーチによる外国語活動や

牧之原市の人気スポットを英語で紹介する動画の作成等を内容としていました。しかし、

次年度以降は、決定している事項はありません。 

 

質疑 22 

仕様書 9 ALT の業務内容(3)特別活動等における指導について 

・令和 5～7 年度における対象学年、実施回数、内容等をお教えください。 

（例:小学校 1～2 年生での ALT 活用状況） 

（回答） 

学校勤務日に行われる特別活動等には積極的に子供と触れ合っていただきたいと考えて

いますが、特に指導をメインで行うことはありません。 

必要性は認識しているため、今後学校等に依頼された際は、可能な範囲でご対応をお願い

したいほか、ご提案等がありましたらお願いします。 

 

 



質疑 23 

仕様書 10「ALT の資格要件等」について 

・今年度に配置されている ALT の出身国と、その内訳人数をご教示ください。 

・母国での教員免許、TESOL、TEFL 等の資格保有者の内訳人数をご教示くだ

さい。 

・今年度に配置されている ALT の指導経験年数についてご教示ください。 

（回答） 

 仕様書 10 のとおりの条件を満たした人材を派遣していただいています。それ以上の情報

については公表を控えさせていただきます。 

 

質疑 24 

別紙 令和８年度 ALT 配置に係る確認事項及び配置案(3)(4)について 

・教員との打ち合わせの時間における課題感をお教えください。 

（時間の確保、打ち合わせの日本語力等） 

（回答） 

打ち合わせ時間の確保が課題となっております。教員との打ち合わせの際の積極的なコ

ミュニケーションやできることの提案などをしていただき短時間での相互理解を期待し

ています。 

 

質疑 25 

別紙「令和 8 年度 ALT に係る確認事項及び配置案(令和 7 年度末日現在)」2

「各校の学級数と時数」について 

・この内、ALT が関わる授業時数および今年度の実績についてもご教示くだ

さい。また、ご記載の「必要なコマ数」とは 1 週間あたりの ALT が関わる

授業時数という認識でよろしいでしょうか。 

（回答） 

 令和６年度に学校に配置された実績は、下記のとおりです。 

   

グループごと週時程に必要なコマ数を入れています。すべて授業に出ているわけではな

く、１日のうち１コマは、教材研究や移動の時間となっています。 

 

 

 

 

 

 



質疑 26 

別紙「令和 8 年度 ALT に係る確認事項及び配置案(令和 7 年度末日現在)」1(4)

について 

・現在、小学校における外国語授業にて使用されている指導案（レッスンプラ

ン）は市独自のものでしょうか。または、事業者から提供されているもので

しょうか。 

（回答） 

 市独自のものはありません。指導要領に則った教科書の教材を使用しています。 

Let‘ｓＴｒｙについても同様です。市独自のものは「起郷家スタンプ帳」のみです。 

 

質疑 27 
審査表（提案等依頼事項）1 (3)について「＊多ければ良いというものではな

い」とありますが、どのような基準で評価されますでしょうか。 

（回答） 

 年度ごとの契約件数の変化や継続的な契約なども考慮して評価します。 

 

質疑 28 

別紙「提案依頼事項」＊提案書の作成について(4)について 

・提案書は両面印刷可且つ 6 枚以内との指定のため、12 ページ以内という認

識でよろしいでしょうか。 

（回答） 

 ご質問の認識のとおりです。 

 

質疑 29 

別紙 令和 8 年度のＡＬＴ１名あたりの年間勤務日数をご教示ください。ま

た、令和 7 年度の AＬＴ1 名当たりの年間勤務日数も併せてご教示くださ

い。（共に 8 月勤務分を含む） 

（回答） 

 長期休みを除いて、週時程通りの学校勤務です。長期休み中の学校勤務はありません。 

ただし、中学校は夏休みにスピーチコンテストの指導の依頼があります。 

なお、夏休み中の勤務は、研修日等各社におまかせしています。 


